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研究成果の概要（和文）：ダダなど20世紀のアヴァンギャルド文学運動は国民文学の枠を超える国際的な運動だ
った。国際化が進行し多言語的な環境で生まれ育つ作家が増える一方の21世紀の今日、ますます国民文学の限界
が見えてきた。本研究は、海外の研究者らと連携しながら、戦後ドイツ文学の正史が看過してきた言語実験的な
ドイツ前衛詩の意義を50年代のウィーン派からTh・クリング、O・パスティオールを経て今日の詩人たちに至る
まで歴史的に辿り、特にジェンダー論、アートとのインターフェース、多言語性（翻訳）、政治的挑発性と言語
遊戯という四つの観点から戦後アヴァンギャルドの歴史的限界と後続世代による限界克服の可能性を検証しよう
と試みた。

研究成果の概要（英文）：The avant-garde literary movements of the 20th century, such as Dada, were 
international movements that transcended the boundaries of national literature. Today, in the 21st 
century, as more and more writers are born and raised in multilingual environments, the limits of 
national literature are becoming increasingly visible. This study, in collaboration with foreign 
scholars, traces historically the significance of the language-experimental German avant-garde 
poetry that has been overlooked by the canonical history of postwar German literature, from the 
Vienna School of the 1950s through Kling and Pastior to today's poets, focusing especially on gender
 theory, the interface with art, multilingualism. I have attempted to examine the historical limits 
of the postwar avant-garde and the possibility of overcoming those limits by subsequent generations 
from four perspectives: gender theory, interface with art, multilingualism (translation), political 
provocativeness, and language play.

研究分野： ドイツ文学

キーワード： アヴァンギャルド 詩　パスティオール　クリング　ウィーン派　ポッシュマン　ファルクナー　ジェン
ダースタディ　翻訳

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
言語実験の系譜は、戦後ドイツ文学史において不当に軽視されており、国内外でまだ研究は十分に進んでいると
は言えない。ドイツ語圏にあってすら研究が地域的偏りを見せている。「多言語性」「領域横断性」「遊戯性と
社会批判性」「ジェンダー論」の四つのキーワードの元に巨視的なアプローチによってドイツ語アヴァンギャル
ド詩の系譜を時系列に整理しながら総合的に捉えることを試みた本研究は、リアリズム偏重の堅苦しい戦後ドイ
ツ文学のイメージを修正することに寄与できるものと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 

 

１．研究開始当初の背景 

それまでの個別作家研究によって研究代表者は、21 世紀になって三度のノーベル賞を受賞する

など国際的な声価をますます高める現代ドイツ小説の達成は言語実験的な文学の系譜ぬきには

考えられない、という結論に至った。イェリネクは語のダブルミーニンクグをテコにして、テキ

ストの多重的な読みを可能にする手法をウィーン派やヤンドルに学び、ヘルタ・ミュラーはパス

ティオールやロシア未来派、ダダの混淆造語法をわがものにした。しかし彼らが発掘した言語実

験の系譜はこれまでの戦後ドイツ文学史では不当に軽視されてきたものであって、国内外でま

だ研究は十分に進んでいるとは言えない。ドイツ語圏にあってすら、研究が地域的偏りを見せて

おり、巨視的なアプローチによってドイツ語アヴァンギャルド詩の系譜を時系列に整理しなが

ら総合的に捉えることが喫緊に求められている。「多言語性」「領域横断性」「遊戯性」をキーワ

ードとするアヴァンギャルドは、リアリズム偏重の堅苦しい戦後ドイツ文学のイメージを抜本

的に修正する可能性をはらんでいるのではないか、という想定のもとに本研究計画は立案され

た。  

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、アヴァンギャルド文学運動が国民文学の枠を超える国際的な運動であること

を踏まえて海外の研究者と連携しながら、ドイツ文学の正史が看過してきた言語実験的なドイ

ツ戦後前衛詩の意義を歴史的に検討するとともに、その遺産の批判的継承を今世紀の抒情詩や

散文に跡づけ、現代の実験詩の見せる可能性の地平を測定することにある。戦争とホロコースト

体験を原点とする戦後ドイツ文学は、現代ドイツ文学研究の泰斗初見基の指摘するように、アル

ノー・シュミットなど一部に言語遊戯性の例外はあるものの、リアリズムを基調とせざるをえな

かった。一般にそれまでの文学との決別し、政治へと旋回したとされる 68 年世代の批判的文学

も、代表的詩人エンツェンスベルガーの「アヴァンギャルドのアポリア」論に見られるように、

メッセージ性を重視して言語実験を冷遇した点では変わりない。 

本国の影響を受けた日本の戦後文学受容も同様の偏りに囚われてきた。この偏向を是正するた

めに、本研究では、1950 年代後半から 60年代前半にかけて活動したウィーン派とその周辺詩人

たちを戦後アヴァンギャルドの出発点と捉え、彼らに共感した二人の詩人、すなわち 90 年代に

おけるアヴァンギャルド復権の騎手トーマス・クリングとヨーロッパの同時代現象としてのウ

リポ運動にドイツ語圏からただ一人コミットしたオスカー・パスティオールを中継点として、21

世紀なって新しい抒情詩（ゲアハルト・ファルクナー、モニカ・リンク、マリオン・ポッシュマ

ン、アン・コッテン、シュテフェン・ポップら）の波が起きてきたという見方を提示し、言語批

判や言語遊戯に立脚した現代小説（ヘルタ・ミュラー、エルフリーデ・イェリネク、 カーチャ・

ランゲ=ミュラー）も含めてウィーン派に端を発する前衛派の伏流はリアリズムの本流に劣らぬ

影響力を持っていることを示すべく努めた。 

 

 

３．研究の方法 

戦後ドイツ文学のなかでオーストリア文学は、同じドイツ語圏にありながら言語実験的な伝統

を維持発展させた点で特異な位置を占めるという前提を本研究の出発点に据えた。中でもコン

ラート・バイアー、オズヴァルト・ヴィーナー、ゲルハルト・リューム、H.C.アルトマンの 4人

を中心としたウィーン派とその周辺に位置したエルンスト・ヤンドルやフリーデリケ・マイレッ

カーらの言語実験は先駆け的であった。ただし運動としての短命さが示すように、ウィーン派に

は先駆けとしての限界があったのも否定できない。今日の観点から読み直すと、ウィーン派には

男性同盟的な傾向が認められる。そこでジェンダー論やフェミニズム批評の観点から、彼らの仕



事を見直し、さらにグループの周辺にいてこれまで影に置かれていた女性作家たち、特に、マイ

レッカーとエルフリーデ・ゲルストゥル、さらにグループの終焉に位置するが反リアリズムとい

う点で欠かせない重要作家イルゼ・アイヒンガーの三人に光を当てたうえで、その直接の後継を

自任するエルフリーデ・イェリネク、カトリン・レグラ、アン・コッテン、マルレーネ・シュト

レールヴィッツら現代作家たちの言語実験性を検証した。ジェンダー論的アプローチに加えて、

アートとのインターフェースを第二のテーマに設定した。ウィーン派が目指したパフォーミン

グアートとの協働はハプニングをメインとした短命なものであったが、ジャンル越境的な試み

はクリングの絵画詩やゲルト・ヨンケの新音楽的手法の文学への応用など今日的意義をなお失

っていない。ただし、現代ではでジタルアートやコンテンポラリー・アートに力点が移ったばか

りか、ジャンル越境的な試みの方法も変質しており、その変化を適切に捉える必要があった。第

三の論点としては、国境の壁が流動化し移動の自由が飛躍的に増大したことによって、多言語性

がかつてないほど重要になっている。この文脈では、英語とドイツ語の二言語創作をしている P・

ウォーターハウスと A・コッテンのほか、パスティオールやモニカ・リンク、ウリヤーナ・ヴォ

ルフらが手がける詩の翻訳も重要な考察対象となった。彼らの翻訳は逐語訳から離れた二次創

作的性格をもっていて、言語実験の翻訳並びにオリジナルとコピーの関係の揺らぎを考えるう

えできわめて有益である。最後に、かつてのアヴァンギャルドにあって中心的な意味をなした政

治的挑発性が最近の作家たちにあっては後退もしくは変質している点にも注意を向ける。現代

の新しい抒情詩潮流の代表的な詩人リンクの言葉を借りれば、「ペイソス」（情念）から「べイト

ス」（諧謔）への変化が起きている。特にポストモダニズム以降の文脈で言語の指示機能が問わ

れたことと絡めつつ、それにもかかわらず言語遊戯性にも、アンガージュマン文学とは違った意

味での社会的批判のポテンシャルが孕まれているのではないかという作業仮説を立て、それを

検証していくこととした。  

以上のジェンダー論、アートとのインターフェース、多言語性、言語遊戯と社会批判性という四

つの点から 50–60 年代における試みの可能性と限界を検討したうえで、80 年代以降今日に至る

実験詩の展開を時系列に見ていき、ウィーン派の孕んでいたポテンシャルが今日までにいかに

現実化しているかを検証していく。その際、ドイツ文学に限らぬ他領域の国際共同研究者との議

論を通じてより精密化していき、その成果の国際学会で口頭発表、さらには国際研究論集に投稿

することで、戦後ドイツ文学史の読みかえに向けた準備作業を進めることとした。 

 

４．研究成果 

20 世紀のアヴァンギャルド文学運動は出発点のダダからして国民文学の枠を超える国際的な運

動だった。国際化が進行するなか人的移動と交流が進み、多言語的な環境で生まれ育った作家た

ちが増える一方の今世紀、ますます国民文学の限界が見えてきた。これを踏まえて本研究は、海

外の研究者らと連携しながら、ドイツ文学の正史が看過してきた言語実験的なドイツ戦後前衛

詩の意義を５０年代のウィーン派からトーマス・クリング、オスカー・パスティオールを経て今

日の詩人たちに至るまで歴史的に辿り、特にジェンダー論、アートとのインターフェース、多言

語性（翻訳）、政治的挑発性と言語遊戯という四つの観点から戦後アヴァンギャルドの歴史的限

界と後続世代による限界克服の可能性を検証しようと試みた。 

 2018 年度は四つの論点からとくに「アートとのインターフェース」と「多言語性」に焦点を

当て、ルーマニアのドイツ人少数民族を出自とするヘルタ・ミュラーの写真と活字を使ったコラ

ージュ詩、モニカ・リンクのイラストと詩の協働など、そして東ドイツの崩壊期に書かれた言語

実験的な詩から社会主義の計画経済の破産を象徴する廃坑・廃屋を扱ったヒルビヒとブラウン

の詩を選んで重点的に取り組んだ。ミュラーの詩にあっては言語を音節や文字にまで解体する

ことで、ルーマニア語要素など言語の潜在的オムニフォン性を押し進めていることが明らかに

された。この詩的方法がいかに長編小説の創作にも取り込まれているかを日本独文学会誌に寄

稿するとともに、彼女のコラージュ詩の歴史的アヴァンギャルドとの違いについてトリア大学

の DFG(ドイツ研究振興協会)プロジェクトによる国際コロキウムで口頭発表した。またポスト



DDR 時代のアヴァンギャルドについても、政治批判と言語遊戯との共生を指摘した論文をドイツ

で刊行される国際学術論集に投稿して採用が決まった。このほかパスティオールやモニカ・リン

クについても 2019 年度の国際学会で発表するために準備を着実に進めた。 

  2019 年度は一方でオーストリア現代アヴァンギャルド詩の読解作業、他方でヨーロッパ的文

学運動としてのウリポにかかわり多言語に通じて現代ドイツのアヴァンギャルド詩を牽引した

ルーマニア生まれのオスカー・パスティオールの晩年の詩ならびに翻訳詩の試みに集中的に取

り組んだ。現代オーストリアのアヴァンギャルド詩については、詩というジャンルに限定せずに

アヴァンギャルドの伝統を取り入れながら更新したイェリネクやレッグラの散文や戯曲に「文

学野」や「ハビトゥス」（ブルデュー）といった切り口からアプローチした。2020 年３月にはウ

ィーン文学館で資料調査を進め、ウィーン大学の共同研究者と研究打ち合わせを行なって、対象

とすべき作家と作品の絞り込みを行った。それと同時にアン・コッテン、フリーデリケ・マイレ

ッカーら日本での研究がまだ十分とは言えない女性アヴァンギャルド作家たちに関する文献収

集を進めた。パスティオールについては、彼のアナグラム詩や本歌取りの手法がドイツ現代詩の

言語刷新に与えた影響を考量するとともに、彼のフレーブニコフ翻訳が逐語訳を超えた翻案と

して機能していることを踏まえて、モニカ・リンクによる同様の試み(「パラライディング」)な

ど、アヴァンギャルドと翻訳というテーマを柱の一つに据えた。パスティオールは 76 年から隔

年開催されるビーレフェルトの国際的な実験詩コロキウム「新しい詩」にも深く関与しており、

これに参画したマルセル・バイヤーらの詩人たちも比較考量の対象とした。特に翻案詩について

は、ボードレールの『悪の華』の数篇を音訳など様々な形で「寄生虫訳」（ミッシェル・セール）

する詩集『シュペックトゥルム（スペクトラムをシュペック（脂肪）とトゥルム（塔）の合成語

として捉え直したもの）』について 2019 年 11 月にドイツ、マルバッハ文書館で遺稿の集中的な

調査を行った。６月に日本独文学会シンポジウムでヘルタ・ミュラーと翻訳との関連で、７月に

は日本独文学会阪神支部にてボードレール詩の寄生虫翻訳の諸相について発表した。寄生虫訳

については同様の試みをしているエルンスト・ヤンドルや最近のモニカ・リンクの試みも参照し、

意味を移す逐語訳ではなく、音声的類似をてこに原詩に寄生して自己増殖を遂げる翻訳が抒情

詩の創造性に寄与することを検証した。各口頭発表はその後加筆訂正して論文にまとめた。日本

独文学会シンポジウムでの発表は同学会のシンポジウム記録論集に、阪神学会での発表は神戸

大学独文学会機関誌に公表した。 

  2020 年度は、2019 年度末のウィーンでの研究滞在で資料の収集、海外研究協力者との意見交

換に大きな成果が出たのを受けて、良いスタートを切れるかと思いきや、Covid-19 ウィルス感

染の急激な拡大によって、大学図書館は愚か、個人研究室へのアクセスすら大幅な制約を受ける

とともに、オンライン授業対応に膨大な時間と労力を費やすこととなった。夏休みや春休みの海

外渡航計画も中断するほかなく、研究実施計画は大幅な修正を余儀なくされた。かろうじて口頭

発表した成果を加筆訂正し学術誌に掲載することができるだけだった。現代オーストリア文学

にあってノーベル賞作家エルフリーデ・イェリネクとともに、ウィーン派の言語実験的な系譜に

連なるカトリン・レッグラの戯曲作品に取り組み、接続法一式による間接話法を劇言語に投入し

た実験の意義をネオリベラリズム批判というテーマと関連づけて考察した日本独文学会文化ゼ

ミナールでの研究発表原稿に大幅な加筆訂正を加えて同ゼミナール叢書にドイツ語論文として

発表した。同じく女性の詩人マリオン・ポシュマンの庭園詩集を、とりわけポストジャポニズム

の観点から取り上げ、ロヴィス・コリントらモダニズム風景画の実験的な手法を意識しつつ借景

という東洋庭園の古典的な技法を詩に援用した詩人の試みの意義を考察し、アジア・ゲルマニス

ト会議記念論集にドイツ語論文として発表した。2019 年度に集中的に取り組んだオスカー・パ

スティオールについては、初期のロシア抑留体験詩と後期の表層翻訳詩を分析して、この実験詩

人において抑留体験のトラウマが、隠れた形であれ、いかに一貫して創作の中に流れているか跡

づけ、実験詩が言葉遊びに淫することなく、歴史的トラウマ体験に迫る力をいかに持ちうるかを

考察した。その成果は、ドイツで刊行された論集にドイツ語論文として、また日本独文学会研究

叢書に日本語論文として発表した。 



 2021 年もコロナ禍で、海外渡航ができないなど大幅な制限を受け、当初の計画通りに研究を

進めるのは困難を極めた。そうした中で、言語実験的なドイツ現代詩のうち引き続きウリポ詩人

パスティオールと転換期東ドイツのヒルビッヒに重点を置いた。マルバッハ文学資料館で収集

してあった手稿や創作メモなど一次資料を手がかりにして、遺稿詩集『シュペックトゥルム』を

中心に、ルーマニア＝ドイツ人詩人オスカー・パスティオールの作品にかすかに残るソ連収容所

（グラーク）体験の痕跡を探す作業を行ない、この詩人をモデルとしたノーベル賞作家ヘルタ・

ミュラーの小説『息のブランコ』と照らし合わせて解読した。その上で、とりわけ、オーストリ

アの言語実験的な前衛詩人エルンスト・ヤンドルの「表層訳」という音訳の方法の精緻化に集中

的に取り組んで、本歌取りにも似たオリジナル作品に寄生して意味を変容させていくパラサイ

ト的な手法をパスティオール独自のものとして炙り出して、言語遊戯的な詩の中に暗示的な形

でグラーク移送体験を織り込んだ詩人の独自性を浮き彫りにした。東ドイツの前衛については、

ヒルビッヒとブラウンの工業的風景詩を東ドイツ建国期の楽観的な時代からの変容として論じ

た。研究成果としては、パスティオールについては論文「オスカー・パスティオールとヘルタ・

ミュラーのラーゲリ」として『早稲田ブレッター』 29 号に、東独のアヴァンギャルドについて

は論文「“des letzten tagebaus sumpfiger wunde”. Zur Poetologie der ausradierten Landschaft in der Lyrik 

von Wolfgang Hilbig und Volker Braun」として独仏の研究者の編纂する論集『Wolfgang Hilbigs Lyrik』

（Berlin 2021）に発表した。 

  研究期間を延長した 2022 年度はコロナ禍の制限が緩和されるなか 5月、8月、11月、年末年

始と海外出張を果たせ、ウィーン文学館、オーストリア国立図書館、ベルリン・フンボルト大学

図書館、自由大学図書館、ベルリン国立図書館にて集中的にドイツアヴァンギャルド詩の資料の

収集をして過去二年間の遅れを取り戻すことに傾注し、複数の研究成果の発表に取り組むこと

ができた。5月にはハンブルク大学で開催された国際学会「Poetry and contemporary visual culture」

にて、デジタル時代の絵画詩の特徴を論じるために、デジタルアートの騎手イヴ・ネッツハンマ

ーと協働したファルクナーの詩集『イグナチア』（2014）について口頭発表をした。発表原稿に

加筆訂正したものが、査読の結果、ドイツで 2023 年秋に刊行される論集に採択されることが決

まっている。9月にはトリア大学主催のオンライン学会にて、「Erinnerungen an Gulag aus zweiter 

Hand（セコハンのソ連収容所の記憶）」と題する発表を行い、第二第三世代の小説によるソ連収

容所の記憶文学とともに、第一世代、特にオスカー・パスティオールの難解な詩による想起の作

業を取り上げた。ウィーンのアヴァンギャルト詩については、イルゼ・アイヒンガーとシュトレ

ールヴィッツやヨンケとの生産的な交わりについて徹底的に取り組んだ。前者のアイヒンガー

詩のフェミニスト的解釈が文体分析を進めるうちに意図を裏切ることを明らかにする一方で、

後者については、シェーンベルクやウェーベルンの新音楽の技法の文学へ応用し、散文でありな

がらプロットやキャラクターに依存しない反復や反転という技法によってジャンルを超越しア

ヴァンギャルドな詩的言語を達成していることを明らかにした。どちらの取り組みも、オースト

リアで 2024 年にウィーンで刊行される『Konstellationen österreichischer Literatur. Ilse 
Aichinger（オーストリア文学の星座 アイヒンガー）』に収録されることが決まっている。 
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